

















































プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【「災害に強いまちづくり」の推進】


【災害時住宅支援】
　災害時の住宅支援におきましては、今年度も引き続き中部ブロックの連絡調整会議などを開催しまして、中部ブロックにおける課題や方向性についての事前検討や、各機関の取組状況等の情報共有を継続して、大規模災害時の連携の確認・強化を推進していきたいと考えています。

●（想定問）戦略会議で委員から発言があった「仮設期の住まいづくりガイドライン」の改訂については、どうなっているか？
（回答）近年の災害における教訓や制度改正内容などを集約し、早期の改訂に向けて、関係機関との意見交換など準備や検討を行っているところです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成24年度より、津波避難に関する施策の課題について、東海４県３市の勉強会等通じて検討を進めてまいりました。

今年度からは、昨年５月から運用開始された「南海トラフ地震臨時情報」に伴う防災対応について、他県や関係機関と連携して検討を進めています。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
令和元年７月より、「南海トラフ地震臨時情報に伴う防災対応中部連絡会」を開催し、南海トラフ地震臨時情報発表時の防災対応について、参加機関の検討状況やそれに係る課題について情報共有や意見交換等を行っている。

ここで、参加機関より静岡県と愛知県、三重県での取組状況について紹介する。
静岡県では、県内モデル３地域として、伊豆市、河津町、湖西市を選定し、地域特性を踏まえた検討を実施するため、各地域３回ずつ、地域住民との意見交換を実施し、事前避難のあり方について検討してきた。意見交換会では、浸水想定区域図上で避難場所を確認してもらうなど、住民自ら手を動かしてもらい、事前避難を自分事として考えてもらう工夫をほどこした。
これらの検討過程を踏まえた県版ガイドラインを2/14に策定した。今後は県内市町へ水平展開していく。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【愛知県】
愛知県では、国のガイドラインに記載のある津波による事前避難に加え、愛知県の特徴である海抜ゼロメートル地帯における事前避難について、学識者などを交えた懇談会などにより検討を行い、事前避難の検討に係る手引きを作成し、市町村へ提供した。今後は、避難施設の整備などを助成し、市町村における南海トラフ地震臨時情報への対応検討を支援していく。

【三重県】
　三重県では、三重県、県内市町、津気象台をはじめ防災関係機関とで構成する「防災施策に関する研究会」を、今年度はこれまで4回、今年3月にはあと1回開催予定であり、研究会での検討・意見交換を通じて、南海トラフ地震臨時情報に伴う防災対応に関する検討を図っているところです。
　県から、事前避難地域設定に係る県のモデル案を示したり、市町同士のワークショップで、他の市町の取組の発表を参考にしたりして、取り組みをすすめています。
　今後は、必要となる避難所など、広域的な市町間の調整、県有施設の提供など引き続き市町の支援をすすめます。また普及啓発のため地域住民や企業等を対象としたタウンミーティング等を実施し、南海トラフ地震臨時情報への防災対応の実効性を高めてまいります。
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アンケート

		アンケート内容 ナイヨウ

		2020/2/1・2/8・2/11共通 キョウツウ																2020/2/9医師会 イシカイ

		①　勤務先・所属先について																①　勤務先・所属先について

		1		行　政　（防災担当・保健医療担当・福祉担当・その他）														1		医師 イシ

		2		保健所														2		看護師 カンゴシ

		3		医療機関														3		事務職 ジム ショク

		4		老健介護福祉施設　														4		前記以外

		5		自治会 ジチカイ

		6		前記以外

		②　本日の研修会のご感想について

		1		とても満足

		2		満足

		3		少し不満

		4		とても不満

		③　長久手市住民の方に必要と思われることは何と考えますか（重複回答可）

		③-1		大規模災害の実態を知ること

		③-2		個人の備蓄を見直すこと

		③-3		発災後の行動を認識すること

		③-4		行政、医学、福祉の行動を理解すること

		③-5		避難所運営に関すること

		③-6		その他

		④　行政、保健・医療、福祉・介護、地域住民の連携方法の事前計画の必要性について

		1		絶対必要

		2		必要 ヒツヨウ

		3		あまり必要でない

		4		不必要 フヒツヨウ

		⑤　地域コミュニティの強靭化について

		1		絶対必要

		2		必要 ヒツヨウ

		3		あまり必要でない

		4		不必要 フヒツヨウ

		⑥　日頃からの地域コミュニティ（自治会、町内会、婦人会等）は必要と考えますか

		1		絶対必要

		2		必要 ヒツヨウ

		3		あまり必要でない

		4		不必要 フヒツヨウ

		⑦　本日のような研修は今後必要と考えますか

		1		絶対必要

		2		必要 ヒツヨウ

		3		あまり必要でない

		4		不必要 フヒツヨウ

		⑧　その他、ご意見等ございましたらぜひお聞かせください。





集計

		機関別研修会アンケート集計 キカン ベツ ケンシュウカイ シュウケイ																																2/3/20

		受講者
（通番） ジュコウ シャ ツウバン		受講日 ジュコウ ビ		質問№ シツモン

										①		②		③(重複回答有） ジュウフク カイトウ アリ												④		⑤		⑥		⑦		⑧

														③-1		③-2		③-3		③-4		③-5		③-6

		1		2/1/20		5				自治会連合会 ジチカイ レンゴウカイ		2		〇				〇								1		1		1		2		・命を守ることが優先されるべき。
・向こう三軒両隣の互助の関係（絆）を常日頃から整えておく。
・空振りになっても訓練は重ねて行う。 イノチ マモ ユウセン ム サンゲン リョウドナリ ゴジョ カンケイ キズナ ジョウ ニチ ゴロ トトノ カラブ クンレン カサ オコナ

		2		2/1/20		4				軽費老人ホーム
ケアハウス ケイヒ ロウジン		1		〇		〇						〇				1		1		2		1

		3		2/1/20		5				北部自治会連合会
防災担当 ホクブ ジチカイ レンゴウカイ ボウサイ タントウ		1		〇		〇		〇				〇				1		1		2		2

		4		2/1/20		5				市が洞小学校区
自治会連合会 イチ ホラ ショウガッコウ ク ジチカイ レンゴウカイ		2		〇		〇						〇				1		1		2		2		・繰返し色々な部署（役割）の人とコミュニケーションを取り、災害時に役立てる。
・個人情報が必要無いくらい身近になる（近隣ぐらいは！！） クリカエ イロイロ ブショ ヤクワリ ヒト ト サイガイ ジ ヤクダ コジン ジョウホウ ヒツヨウ ナ ミジカ キンリン

		5		2/1/20		5				自治会連合会 ジチカイ レンゴウカイ		1		〇		〇		〇		〇		〇				1		1		1		1

		6		2/1/20		4						2						〇		〇						1		2		2		1

		7		2/1/20		3						2						〇								1		1		2		2

		8		2/1/20		4						2						〇		〇		〇				1		2		2		2

		9		2/1/20		5				自治会関係 ジチカイ カンケイ		2				〇		〇				〇				2		2		2		2

		10		2/1/20		5						2				〇						〇				2		2		2		2

		11		2/1/20		5				自治会・区会 ジチカイ クカイ		2		〇		〇		〇								2		2		2		2

		12		2/1/20		5				自治会 ジチカイ		2						〇		〇		〇				2		2		2		1

		13		2/1/20		5						2		〇		〇										2		2		2		2

		14		2/1/20		5						2		〇												2		2		2		1

		15		2/8/20		6				地域包括ケアC チイキ ホウカツ		2		〇		〇		〇		〇		〇				1		1		1		1		南小、長久手小地区の方のみの参加はなぜだったのでしょうか（別日？）
できれば、担当地区の方とシュミレーションができると良いと思いました。 ミナミ ショウ ナガクテ ショウ チク カタ サンカ ベツ ヒ タントウ チク カタ ヨ オモ

		16		2/8/20		5				自治会連合会 ジチカイ レンゴウカイ		1		〇								〇				2		2		2		2

		17		2/8/20		5				無職 ムショク		2		〇		〇		〇		〇		〇				2		1		1		2		各自治体の活動を密にする カク ジチタイ カツドウ ミツ

		18		2/8/20		1				福祉担当 フクシ タントウ		2		〇		〇		〇		〇		〇				1		1		1		1

		19		2/8/20		1				福祉担当 フクシ タントウ		2				〇		〇		〇						1		1		1		1

		20		2/8/20		1						1		〇				〇				〇				1		1		1		2		良い勉強になりました。こういう機会を多く行う必要が大切と思いました。 ヨ ベンキョウ キカイ オオ オコナ ヒツヨウ タイセツ オモ

		21		2/8/20		1						1		〇				〇				〇				2		1		1		1

		22		2/8/20		1						1		〇		〇		〇		〇		〇				1		1		1		1

		23		2/8/20		1				保健医療担当 ホケン イリョウ タントウ		2		〇		〇		〇		〇		〇				2		2		2		2

		24		2/8/20		1						1				〇						〇				2		1		1		2		大変勉強になりました。お疲れ様でした。 タイヘン ベンキョウ ツカ サマ

		25		2/8/20		5				自治会・ボランティア活動の会のメンバー ジチカイ カツドウ カイ		2		〇		〇		〇								1		1		1		1

		26		2/8/20		5				自治会役員 ジチカイ ヤクイン		2		〇		〇		〇								1		1		1		2

		27		2/8/20		5						1		〇				〇				〇				1		1		1		2

		28		2/8/20		5				南小自治会連合会 ミナミ ショウ ジチカイ レンゴウカイ		2		〇				〇								2		1		1		2

		29		2/8/20		5				包括 ホウカツ		2				〇		〇		〇		〇				1		1		1		1		地域住民の理解、協力は必要だと思いました。 チイキ ジュウミン リカイ キョウリョク ヒツヨウ オモ

		30		2/8/20		5						2		〇		〇										1		2		2		3

		31		2/9/20		1						1		〇		〇		〇		〇		〇				1		1		1		1		行政、保健… ギョウセイ ホケン

		32		2/9/20		1						2						〇		〇						1		1		2		2

		33		2/9/20		3		1				1						〇								2		2		2		2

		34		2/9/20		3		1				1		〇				〇								1		1		2		2

		35		2/9/20		3		1				1		〇		〇										1		1		2		1

		36		2/9/20		3		1				1						〇						〇		1		2		2		2		医師会と市役所との連携など必要。
有難うございました。ためになりました。あとはどうresponseするか…。 イシカイ シヤクショ レンケイ ヒツヨウ アリガト

		37		2/9/20		3		1				2		〇						〇		〇				1		1		1		1

		38		2/9/20		3		1				1				〇		〇								1		1		1		1		長久手市が中心になって連携を強化すること。 ナガクテ シ チュウシン レンケイ キョウカ

		39		2/9/20		3		1				1		〇		〇										1		1		2		2

		40		2/9/20		3		1				1						〇								1		1		1		1

		41		2/9/20		3		1				1		〇				〇		〇						1		1		1		1		大変勉強になりました。ありがとうございました。
今後も活発な研修の開催を望みます。 コンゴ カッパツ ケンシュウ カイサイ ノゾ

		42		2/9/20		3		2				1				〇		〇		〇						1		1		2		2

		43		2/9/20		3		1				1				〇		〇								1		1		1		1		原付、オフロードバイク買おうと思いました。 ゲンツキ カ オモ

		44		2/9/20		3		1				2						〇								1		1		2		2		結局のところ、災害起こって自身の医院がぶじ確認できたときに何をするべきか分かってなくてぼんやりしているように感じました。 ケッキョク サイガイ オ ジシン イイン カクニン ナニ ワ カン

		45		2/11/20		6				社協 シャキョウ		1				〇						〇				1		1		1		1		地域の中で災害時はもとより平素から防災リーダのような人材が活動できる場と育成が必要と思います。 チイキ ナカ サイガイ ジ ヘイソ ボウサイ ジンザイ カツドウ バ イクセイ ヒツヨウ オモ

		46		2/11/20		3				薬局 ヤッキョク		1		〇		〇				〇						1		1		2		1		長久手地区全体の約在庫リストが必要と感じました。　　　　　　　　　　　　　　お薬手帳とともに災害時に薬が持ち出せるようにする指導を行っていきます。 ナガクテ チク ゼンタイ ヤク ザイコ ヒツヨウ カン クスリ テチョウ サイガイ ジ クスリ モ ダ シドウ オコナ

		47		2/11/20		4				特養 トクヨウ		1		〇		〇		〇		〇		〇		〇		1		1		2		1		自分がいかに防災に関する意識が低いかを実感する機会となりました。たいようの杜が災害時どのような役割を求められるかをもっと知って考えて、更にみんなで共有していけるようにしないといけないと感じました。 ジブン ボウサイ カン イシキ ヒク ジッカン キカイ モリ サイガイ トキ ヤクワリ モト シ カンガ サラ キョウユウ カン

		48		2/11/20		4				特養 トクヨウ		2						〇		〇						1		2		2		2		他業種との連携がいい機会でした。森に求められるよう努めます。 タ ギョウシュ レンケイ キカイ モリ モト ツト

		49		2/11/20		4				特養 トクヨウ		1		〇		〇		〇		〇		〇				1		1		1		1		災害がおきたら自分は何を一番にと思っているが、職場で行ったら指示待ち人間にならず動けるように、まずは命を一番に考え行動したい。今回の研修で常に訓練が必要。命を守る行動が不可欠だと思いました。ありがとうございました。 サイガイ ジブン ナニ イチバン オモ ショクバ オコナ シジ マ ニンゲン ウゴ イノチ イチバン カンガ コウドウ コンカイ ケンシュウ ツネ クンレン ヒツヨウ イノチ マモ コウドウ フカケツ オモ

		50		2/11/20		4				特養 トクヨウ		2		〇						〇				〇		2		2		2		2		今回のような意見交換できる研修は今後も必要だと思う。自分のところのいろいろな見直しが必要だと感じた。我関せずの人がいる中どのように知ってもらうかも大切だと感じた。 コンカイ イケン コウカン ケンシュウ コンゴ ヒツヨウ オモ ジブン ミナオ ヒツヨウ カン ワレ カン ヒト ナカ シ タイセツ カン

		51		2/11/20		3				薬局 ヤッキョク		1				〇		〇		〇		〇				1		1		1		1		今回のような机上演習、他業種の初動行動の情報共有を定期的に行うことが大切と感じました。 コンカイ キジョウ エンシュウ タ ギョウシュ ショドウ コウドウ ジョウホウ キョウユウ テイキテキ オコナ タイセツ カン

		52		2/11/20		6				大学 ダイガク		1		〇		〇		〇				〇				2		1		1		1		全体像の中で「自分にできること」「自分の役割」がわかれば活動時の不安はなくしていけるかと思います。研修継続が望まれます。 ゼンタイゾウ ナカ ジブン ジブン ヤクワリ カツドウ ジ フアン オモ ケンシュウ ケイゾク ノゾ



























































































































集計一覧

				回答日				43862		43869		43870		43872		計 ケイ

								14		16		14		8		52



		①		勤務先・所属先について				行　政　		保健所		医療機関		老健介護福祉施設　		自治会 ジチカイ		その他 タ		計 ケイ

								9		0		15		7		18		3		52



		②		本日の研修会のご感想について				とても満足		満足		少し不満		とても不満		計 ケイ

								26		26		0		0		52



		③		長久手市住民の方に必要と思われることは何と考えますか（重複回答可）				大規模災害の実態を知る		個人の備蓄を見直す		発災後の行動を認識する		行政医療福祉の行動を理解 リョウ		避難所運営に関すること		その他		計 ケイ

		全体 ゼンタイ						32		31		38		22		26		3		52

		機関別 キカン ベツ		行　政　				6		6		8		6		7		0		9

				保健所				0		0		0		0		0		0		0

				医療機関				6		7		11		5		2		1		15

				老健介護福祉施設　				4		3		5		6		4		2		7

				自治会 ジチカイ				14		12		12		4		10		0		18

				その他 タ				2		3		2		1		3		0		3



		区分 クブン						絶対必要		必要 ヒツヨウ		あまり必要でない		不必要 フヒツヨウ		計 ケイ

		④		行政、保健・医療、福祉・介護、地域住民の連携方法の事前計画の必要性について				37		15		0		0		52

		⑤		地域コミュニティの強靭化について				37		15		0		0		52

		⑥		日頃からの地域コミュニティ（自治会、町内会、婦人会等）は必要と考えますか				25		27		0		0		52

		⑦		本日のような研修は今後必要と考えますか				25		26		1		0		52



		⑧				その他、ご意見等ございましたらぜひお聞かせください。

				・		命を守ることが優先されるべき。 イノチ マモ ユウセン

				・		向こう三軒両隣の互助の関係（絆）を常日頃から整えておく。

				・		空振りになっても訓練は重ねて行う。

				・		繰返し色々な部署（役割）の人とコミュニケーションを取り、災害時に役立てる。

				・		個人情報が必要無いくらい身近になる（近隣ぐらいは！！）

				・		南小、長久手小地区の方のみの参加はなぜだったのでしょうか（別日？）
できれば、担当地区の方とシュミレーションができると良いと思いました。 ミナミ ショウ ナガクテ ショウ チク カタ サンカ ベツ ヒ タントウ チク カタ ヨ オモ

				・		各自治体の活動を密にする カク ジチタイ カツドウ ミツ

				・		良い勉強になりました。こういう機会を多く行う必要が大切と思いました。 ヨ ベンキョウ キカイ オオ オコナ ヒツヨウ タイセツ オモ

				・		大変勉強になりました。お疲れ様でした。 タイヘン ベンキョウ ツカ サマ

				・		地域住民の理解、協力は必要だと思いました。 チイキ ジュウミン リカイ キョウリョク ヒツヨウ オモ

				・		医師会と市役所との連携など必要。
有難うございました。ためになりました。あとはどうresponseするか…。 イシカイ シヤクショ レンケイ ヒツヨウ アリガト

				・		長久手市が中心になって連携を強化すること。 ナガクテ シ チュウシン レンケイ キョウカ

				・		大変勉強になりました。ありがとうございました。
今後も活発な研修の開催を望みます。 コンゴ カッパツ ケンシュウ カイサイ ノゾ

				・		原付、オフロードバイク買おうと思いました。 ゲンツキ カ オモ

				・		結局のところ、災害起こって自身の医院がぶじ確認できたときに何をするべきか分かってなくてぼんやりしているように感じました。 ケッキョク サイガイ オ ジシン イイン カクニン ナニ ワ カン

				・		地域の中で災害時はもとより平素から防災リーダのような人材が活動できる場と育成が必要と思います。 チイキ ナカ サイガイ ジ ヘイソ ボウサイ ジンザイ カツドウ バ イクセイ ヒツヨウ オモ

				・		長久手地区全体の約在庫リストが必要と感じました。　　　　お薬手帳とともに災害時に薬が持ち出せるようにする指導を行っていきます。 ナガクテ チク ゼンタイ ヤク ザイコ ヒツヨウ カン クスリ テチョウ サイガイ ジ クスリ モ ダ シドウ オコナ

				・		自分がいかに防災に関する意識が低いかを実感する機会となりました。

				・		たいようの杜が災害時どのような役割を求められるかをもっと知って考えて、更にみんなで共有していけるようにしないといけないと感じました。 モリ サイガイ トキ ヤクワリ モト シ カンガ サラ キョウユウ カン

				・		他業種との連携がいい機会でした。森に求められるよう努めます。 タ ギョウシュ レンケイ キカイ モリ モト ツト

				・		災害がおきたら自分は何を一番にと思っているが、職場で行ったら指示待ち人間にならず動けるように、まずは命を一番に考え行動したい。 サイガイ ジブン ナニ イチバン オモ ショクバ オコナ シジ マ ニンゲン ウゴ イノチ イチバン カンガ コウドウ

				・		今回の研修で常に訓練が必要。命を守る行動が不可欠だと思いました。ありがとうございました。

				・		今回のような意見交換できる研修は今後も必要だと思う。自分のところのいろいろな見直しが必要だと感じた。 コンカイ イケン コウカン ケンシュウ コンゴ ヒツヨウ オモ ジブン ミナオ ヒツヨウ カン

				・		我関せずの人がいる中どのように知ってもらうかも大切だと感じた。

				・		今回のような机上演習、他業種の初動行動の情報共有を定期的に行うことが大切と感じました。 コンカイ キジョウ エンシュウ タ ギョウシュ ショドウ コウドウ ジョウホウ キョウユウ テイキテキ オコナ タイセツ カン

				・		全体像の中で「自分にできること」「自分の役割」がわかれば活動時の不安はなくしていけるかと思います。研修継続が望まれます。 ゼンタイゾウ ナカ ジブン ジブン ヤクワリ カツドウ ジ フアン オモ ケンシュウ ケイゾク ノゾ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
対象地域を知多半島10市町のうち、沿岸地域である7市町としました。研究事業の組織体制として、本学の学内組織に加え、学外の委員として愛知県看護協会長、ナースセンター所長、対象自治体内公的医療機関看護部責任者、行政担当者をお願いしました。また、対象自治体を管轄する各消防に協力を要請しました。
研究事業の目的はご覧の通りです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本研究事業は、調査事業と研修事業で構成しました。調査事業では、災害時に住民支援に関する意識調査をQRコードを使用したweb調査と高齢化率が高い美浜町と南知多町では調査用紙を用いた全数調査を実施しています。
研修事業では、ご覧の3回の研修を1パックとして4つの会場で展開しました。
同時に、対象自治体に対して潜在看護職をどのように活用するか検討を求めました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
潜在看護職はどこにどの程度存在しているか不明であるため、今回ご覧のように、様々なところへチラシポスターの配布や設置を行いました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
災害時の住民支援に関する意識調査では、250人から回答を得ました。働いていない看護職は72人、働いている看護職は178人で、198人が研修会の受講を希望し、168人が災害時協力する意思を示しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これら潜在看護職の災害時の活用について自治体間での意見交換なども行い、検討していただきました。


\

A0EE~50 DAL H - 7=, BNTWBEEDHR T, SEREDDH D AII25%RE

B o) 4 5 n=250 BTV EOBEEL n=178

20-247%
25-297%
30-347%
35-397%
40-447%,
45-497%,
50-547%
55-597%
60-647%
65-697%
70-74%%
75m A

=
W]
[y
=

15 20 25

(W8]
=
(W8]
(%]
=
=

45

RfHLTLE L TLEL "H2 A B R ZOM A hDLHBL - EEE

BHEBEB DY 7 b
15


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
回答者の年齢です。40歳代、50歳代の方が多かったです。


1EHE L DAD, KEFEWHS

BT

BAL AW

Z Dty

E=:)
[o]
b

29 2BRBERL TV, BENBERIE, A X =%y b, L. BIERZE
==
$¢¢ = pat- 4 2 B & AFTEHHIR n=250
JQ%E{kri%jchLEiEE
n=250
RS 43 secesy [
ol s e
33 19 0% 20% 40% 60% 80% 100%
mA A —%y b2 21— Ammi&F &BOLEDS
2 m B &R REEPESEZEOT 22-
EoEasph . P EEE ATt m it
£0 100 150 200 REEFRG EORB=FEmAEOHITIR
MY Ay Z—7EEMSNS MmOt
BEIWNTLD HELNT UL

BHEBEB DY 7 b
16


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、多くの方が災害時協力する意思を示しており、その他の方は子育てや介護があり、誰かが見てくれれば自分は協力できるという記述の方が多くいました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今後の課題はご覧の通りです。
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